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目標

実績

目標

実績

目標

実績

評価・
分析

成
果

　成果指標１の「高齢者クラブ・シルバー人材センター等の登録率」は減少傾向にあり、目標値
とのかい離は年々広がっている。高齢者が多様な生き方を模索するなかで、高齢者クラブの登
録者数が年々減少する一方、シルバー人材センターの登録者数は増加傾向にあるが、高齢者
クラブの登録者数の減少分を補うには至っていない。
　また、成果指標２の「サークル活動や就労の場を持っている区民の割合」と成果指標３の「指
標２に該当する60歳以上の区民の割合」も減少傾向にあり、目標値に達していない。「サーク
ル活動や就労の場を持っている区民の割合」は、ほぼ全ての年代で低下しており、社会経済状
況の厳しさが大きな要因になっていると思われる。
  個々の事務事業では、生きがい支援講座及びシルバーカレッジの需要度（申込者数／講座
定員）は依然として高く、社会参加セミナーの参加者数やＩＴ・活動情報サロンの来場者数も増
加しており、高齢者がサークル活動等の場を持ち、元気に生活することを目指していることがう
かがえる。

コ
ス
ト

　本施策のコストを構成する主な事務事業は、くつろぎ入浴事業（39.97％）、シルバー人材
センター助成（19.35％）、高齢者クラブ及び高齢者クラブ連合会助成（12.18％）である。各
事務事業ごとに若干の増減はあるものの、施策のトータルコストは、前年度と比較して121
千円(0.03％)の減少とほぼ横ばいになっている。

成果向上
のための
取組方針

　高齢者クラブについては、社会貢献活動にさらに一層取組むよう、ひとり暮らし高齢者へ
の定期的訪問や福祉施設への慰問、公園、道路の清掃活動等に対する助成を推進する。
　高齢者を中心とした地域活動団体については、高齢者や次の高齢者世代に向けて多様
な社会参加の機会を作り出していけるよう、資金の援助をしたり、区有施設を活動場所とし
て貸与するなど、団体の行う社会貢献活動を支援する。
　社会参加セミナー、生きがい支援講座等の講座事業を展開していくにあたっては、高齢
者の多様なニーズに合わせた見直しを進めるとともに、教育委員会が区民の生涯学習を
支援するために設置した「かつしか区民大学」と連携し、高齢者にとって魅力ある社会参加
のきっかけづくりをしていく。

45.00 46.00 46.00

－ 44.81 40.50 36.56

3

サークル活動や
就労の場を持っ
ている60歳以上
の区民の割合

％
政策・施策マーケ
ティング調査

－ 44.00

54.20 55.60 55.60 55.60

41.40 57.40 50.90 47.20

17.75 17.08 16.05 15.79

2

サークル活動や
就労の場を持っ
ている区民の割
合

％
政策・施策マーケ
ティング調査

53.40

２２年度

1
高齢者クラブ・シ
ルバー人材セン
ター等の登録率

％

高齢者クラブ・シ
ルバー人材セン
ター等の登録者
数÷高齢者人口

20.20 20.40 20.60 20.80 20.80

施策意図 　多くの区民の方がサークル活動や就労の場を持ち、元気で生活している。

現状と課題

　平成26年度頃には区総人口の約23％を高齢者が占めると見込まれるなかで、高齢
者が生涯にわたり、いきいきと生活でき、地域で求められる役割や生きがいを見つ
け、主体的に活動できるよう支援していくことが重要である。
　特に、今後、団塊の世代の多くが定年を迎え、多様な生き方を求めるようになるな
かで、それに応えられる魅力ある社会参加や生きがい活動の場を提供していく必要
がある。

成果指標 指標根拠 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

平成２２年度 施策評価表

施策名 高齢期の活動の場づくり
担当部 福祉部

担当課 高齢者支援課





22 25 25

－ － －

90.70 80.60 90.00

－ － －

10.40 10.05 14.00

35.03 35.53 35.00

2.24 2.33 2.43

75.90 74.50 81.90

7 7 7

－ － －

9.60 9.06 12.00

24.86 38.88 30.00

19.23 14.28 100.00

－ － －

1,174 1,851 1,500

－ － －

64.00 74.33 90.00

－ － －

203.23 168.44 100.00

96.20 93.81 100.00

17,076 13,506 2

3.56

-3,570 A

3,6494,736
0.96

0.38

34,163

1

1,953 B

－

149,505

2

2,675 A

1,311 1,269 3

0.33

A

19.35

70,632

A

10.23

4.53

-1,003 A

39,736 38,774 2

2,3

高齢者クラブ助成

18,179 17,176

-42

施策内
割合(%)

-962

２１
実績

1,760

-4,544

事務事業コスト（千円）

A

取組
内容

6,304

増減額

担当課

シルバー人材セン
ター助成

加入率（会員数／60歳以
上の区民人口×100）
（％）
会員の就業率（就業実人
員数／会員数×100）
（％）

高齢者保健福祉計
画・介護保険事業計
画策定

新規・重点事業のうち計
画どおり進捗している事
業数　（事業）

－

友愛活動実施割合（活動
団体数／助成団体数×
100）(%)

ゲートボール場維持
管理

ゲートボール場維持管
理数（団体数）

－

２０
実績

高齢者クラブ会員加入率
（高齢者クラブ会員数／
60歳以上の区民人口×
100）(%)

社会参加活動開始者率
（活動開始者数／セミ
ナー参加者数×100）(%)

－

事務事業名
成果指標

社会参加セミナー

-1,087 B

－

くつろぎ入浴事業

はり・灸・マッサージ
事業

長寿慰労事務

利用比率（年間延利用者
数／70歳以上人口）（%）

無

来場者数　（人）

－

無

A

816 1,448 2

生きがい支援講座事
業

需要度（申込者数／講座
定員×100）（％）

満足度（受講者アンケー
ト集計結果）（％）

－

利用率（年間延べ利用者
数／年間延べ定員数×
100）　（％）

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

職員が
直接関
与する
根拠法

令

効率性
の分析

－

378,927

有

２２
目標

施策トータルコスト
（千円）

0.46

高齢者支援課

632

区長訪問実施率（区長訪
問実施数（希望者含む）
／100歳者数×100）（％）

－

入浴証交付率（年間延入
浴証交付数／新70歳人
口×100）（％）

２０実績  ２１実績

老人週間行事

無

無

151,458

無
32,561

39.97

B

9.02

1,602

施策名

無

無

無

高齢期の活動の場づくり

無

福祉部担当部

73,307

指標名（単位）



18.64 23.12 20.00

－ － －

126.00 147.45 120.00

80.47 88.96 100.00

10.40 10.05 14.00

－ － －

142 123 200

－ － －

23.00 31.76 30.00

0.56 0.81 3.00

52.86 42.00 75.00

94.17 95.69 85.00

830 512 1,000

1,012 820 800

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

施策名 高齢期の活動の場づくり

施策トータルコスト
（千円）

担当部 福祉部

378,927 担当課 高齢者支援課

職員が
直接関
与する
根拠法

令
指標名（単位）

２０
実績

２１
実績

２２
目標

２０実績事務事業名
成果指標 事務事業コスト（千円）

取組
内容

 ２１実績 施策内
割合(%)

効率性
の分析増減額

シルバーカレッジ

需要度（申込者数／講座
定員×100）（％） 4,040

異世代・地域交流事
業

１回当たりの参加人数
（参加人数／実施回数）
（人）

1,765 －
無

－ -243 B

1,522

0.40

1.59

1

無
満足度（受講者アンケー
ト集計結果）（％） 1,995 A

6,035

シニア就業支援事業

就職者数（就業斡旋を受
けて就職した人数）（人） 12,088

高齢者クラブ連合会
助成

高齢者クラブ会員加入率（高
齢者クラブ会員数／60歳以
上の区民人口×100）（％）

6,424 2

無

－ 976 A

7,400

1.95

3.54

1

無
－ 1,318 A

13,406

ＩＴ普及推進事業

受講率（受講者数／受講
定員×100）（％） 1,275

ＩＴ・活動情報サロン

開所１日あたり来場者数
（来場者数／開所日数）
（人）

7,543 －

無
開所１日あたり相談件数
（相談件数／開所日数）
（件）

1,846 B

9,389

2.48

0.12

－

無理解度(理解者数(アン
ケートで大変よくわかっ
た･わかった・だいたいわ
かったの数)／回答数×
100）（％）

-835 B

440

シニア向けパソコン
講座等運営委託

パソコン教室参加者数
（人）
（水元・堀切・たつみ憩い
交流館）

5,057 －

無
パソコン何でも相談件数
（件）
（水元・堀切・たつみ憩い
交流館）

-832 A

4,225

1.11



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

評価・
分析

成
果

   平均寿命の伸びに伴い、虚弱高齢者や要介護高齢者の割合が増えており、成果指標１
の「介護を必要としない高齢者の割合」は毎年少しずつ減少している。この減少傾向を抑
制することを目標としているが、平成21年度は、ほぼ目標を達成することができた。
　成果指標２の「介護予防に取り組んでいる区民の割合」は、毎年増減を繰り返している
が、高齢化が進む中で、介護予防への関心が高まっていることはうかがえる。

コ
ス
ト

　 本施策のコストは、２つの事務事業「維持管理（シニア活動支援センター）」40.88％と「認
知症予防教室等」59.12％によって構成されている。
　「維持管理」は、介護予防の拠点となっているシニア活動支援センターの施設について、
経費削減により、平成20年度比約9.1％の減となった。
　 「認知症予防教室等」は、地域において介護予防を推進する人材を育成するための経費
が増え、13.3％の増となったが、これは、介護を必要としない高齢者の割合の減少に歯止
めをかけるためのものである。

成果向上
のための
取組方針

　事務事業の「維持管理（シニア活動支援センター）」は、老朽化が進んでいる施設の改
修、修繕について、実施内容の優先順位を決め、利用者への影響を最小限に抑えながら
計画的に進める。
　事務事業の「認知症予防教室等」については、今後、筋力向上トレーニングや回想法な
どの先進的介護予防をさらに推進していくために、地域において介護予防を指導できる人
材や自主的に介護予防を行うグループを育成、支援する。

－ － －

－ － － －

3 － － －

－ －

25.90 26.40 26.90 27.40

24.80 27.00 26.50 28.20

87.10 86.90 86.60 86.10

2
介護予防に取り
組んでいる区民
の割合

％
政策・施策マーケ
ティング調査

25.40

２２年度

1
介護を必要としな
い高齢者の割合

％
介護保険事業状
況報告

87.40 87.70 88.00 86.20 85.80

施策意図   高齢者が介護を必要とせずに自立して生活している。

現状と課題

   介護保険法が介護予防を重視したものに改正されたことを受け、区は、「地域支援
事業」や「新予防給付」の適切な運営はもとより、区独自の先進的な介護予防に取り
組んできた。今後も、先進的な介護予防事業に積極的に取り組むとともに、団塊の世
代の高齢化など社会状況の変化に対応した事業を実施していく必要がある。

成果指標 指標根拠 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

平成２２年度 施策評価表

施策名 介護予防
担当部 福祉部

担当課 高齢者支援課





107.52 108.85 100.00

44.90 44.69 80.00

88.33 88.00 80.00

－ － －

施策内
割合(%)

A

59.12

13,570

事務事業コスト（千円）

B

取組
内容

101,882 115,452 2

79,836

-7,892

40.88

増減額

施設団体利用率(利用
団体数/利用室数2*3
区分/開館日数）(%)

87,728

２１
実績

２２
目標

施策トータルコスト
（千円）

福祉部担当部

高齢者支援課

２０実績  ２１実績事務事業名
成果指標

維持管理（シニア活
動支援センター）

施設利用率（利用者数
/開館日数/利用可能
定員*100）(%)

認知症予防教室等

改善率（事業に参加し
て症状が改善した者の
数／事業の参加者数）
×100(%)

－

有

無

担当課

指標名（単位）
２０

実績

平成２２年度 施策別事務事業一覧表
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令

効率性
の分析

2

195,288
施策名 介護予防



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

平成２２年度 施策評価表

施策名 高齢者生活支援
担当部 福祉部

担当課 高齢者支援課

施策意図 高齢者が必要な介護や自立支援を受け、生活している。

現状と課題

  本区の高齢者人口、高齢化率及び要支援・要介護認定者は年々増加傾向にある。
高齢者が、できる限り在宅で自立した生活が継続できるように、介護保険サービスや
これを補完するサービス、軽度者に対する要介護状態の軽減等に効果的な予防給
付への取り組みが必要である。
   また、多様化する介護ニーズに対応するため、認知症高齢者グループホームや特
別養護老人ホーム等の介護保険サービス基盤の整備が必要である。

成果指標 指標根拠 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

1
在宅で介護を受
けている高齢者
の割合

％
介護保険事業状
況報告

66.30 66.90 67.60 68.10 68.50

65.45 66.06 66.70 67.65

2 － － －

－ － － － －

－ － － －

3 － － －

－ － － － －

－ － － －

成
果

　要支援・要介護認定者の増加に伴い、保険給付（介護保険）だけでなく、おむつ支給・使
用料助成などの介護保険を補完するサービス利用者も増えており、成果指標１の「在宅で
介護を受けている高齢者の割合」は伸びているが、目標値には達していない。

　高齢者の社会貢献活動を奨励するため、平成21年度は、地域支援事業の中で、高齢者
が介護施設で施設利用者の身の回りのお手伝いを行う介護支援サポーター事業を開始し
た。

成果向上
のための
取組方針

　今後、高齢化がますます進む中で、住み慣れた街で、元気に安心した生活が継続できる
よう、介護保険サービス（保険給付）について、より一層給付の適正化に取り組む。
　また、介護保険を補完するサービスと介護予防を行う地域支援事業については、国の動
きや他の自治体の実施状況を注視しながら、事業の検証を踏まえて、内容や実施方法等
の改善を図る。
　介護保険サービス基盤については、第４期介護保険事業計画（平成21～23年度）に基づ
き着実に整備していく。

　本施策のトータルコストは、23０億円で、このうち、保険給付(介護保険）が92.32％、212億
円を占めている。保険給付は平成20年度より1,582百万円(8.0％)の増となっており、高齢
者、要支援・要介護認定者の増加に伴うコスト増の傾向が表れている。
　認知症高齢者グループホーム整備費助成は172百万円で、167百万円の増と20年度の
3.5倍になっている。これは平成20年度は実績のなかったグループホームの整備が２施設
あり、これに助成を行ったためである。
　おむつ支給・使用料助成は、42百万円で7百万円(19%）の増、高齢者生活支援サービス
委託は、38百万円で9百万円(29%）の増となっており、介護保険を補完するサービスの利用
者増に伴うコスト増が見られる。
　介護予防を行う地域支援事業も、597百万円で60百万円（11.3%）の増となっており、利用
者増に伴うコスト増が見られる。

コ
ス
ト

評価・
分析





1,355 1,355 1,355

14 14 14

225 225 225

13 13 13

231 267 321

14 16 19

50.00 80.95 100.00

66.66 44.44 80.00

30.71 31.89 32.17

－ － －

65.20 66.47 100.00

－ － －

7.00 6.19 8.30

－ － －

2.38 2.30 2.30

8.13 8.78 8.68

95.45 96.97 100.00

1.15 1.27 1.60

1.97 2.53 2.07

84.94 88.60 100.00

16,278 18,129 －

5,918 5,988 －

0.08

1,851 B

4,518 2

0.03

70 B

-121 B

4,397

1

6,678 A

－

1,360 B

0.03
7,535

35,006
0.18

2

4,386 B

29,402 38,031 －
0.17

B

1.27

8,629

施策内
割合(%)

B

4,941 172,440 2

167,499 B

0.75

0.00

-40

事務事業コスト（千円）

B

取組
内容

920 880 2

4,400

-75,200

0.02

増減額

総施設数（区外施設含まず）
（竣工ベース）（箇所）

79,600

２１
実績

２２
目標

施策トータルコスト
（千円）

福祉部担当部

高齢者支援課

２０実績  ２１実績

新規入所者 /（前年度末待
機者数＋申請者数）×100
（％）

介護保険施設への移行者数
/ 介護保険施設への要移行
者数×100（％）

認知症高齢者グルー
プホーム整備費助成

事務事業名
成果指標

総施設数（竣工ベー
ス）（箇所）

特別養護老人ホーム
建設費等助成

特別養護老人ホーム総定員
数（区外25人含む）（竣工
ベース）(人）

高齢者生活支援サー
ビス委託

生活支援ｻｰﾋﾞｽの利用率
（利用者数 ／ 介護保険の対
象にならないひとり暮らしの
特定高齢者数 ×１００）（％）

－

短期入所生活介護整
備費助成

短期入所生活介護総定員数
（竣工ベース）（人）

総施設数（竣工ベース）（箇
所）

養護老人ホーム措置

歩行負担の軽減率 （歩行負
担の軽減を図れた方／支給
者数×100）　(%)

寝具乾燥消毒委託
（高齢者）

一人当たりの年間利用回数
（延べ利用回数/利用者数）
（回）

－

6,175

無

無

担当課

利用率(利用者数合計
/登録者数*100)（％）

－

287,891 292,277

指標名（単位）
２０

実績

認知高齢者グループホー
ム総定員数（竣工ベー
ス）（人）

高齢者自立支援住宅
改修費助成

住改助成の利用率（利用世
帯数／介護保険の対象にな
らない虚弱な高齢者×100）
（％）

在宅生活の継続率（住改利
用世帯で介護認定を受けて
いない世帯数／利用世帯数
×100）（％）

おむつ支給・使用料
助成（高齢者）

シルバーカー給付事
業 利用率（支給者数／要支援

者数＋介護保険の対象にな
らない虚弱高齢者数×100）
(%)

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

職員が
直接関
与する
根拠法

令

効率性
の分析

2

無

一人当たりの年間利用回数
（延べ利用回数／利用者）
（回）

利用率（利用者／要介護
3以上の方の数×１００）
（％）

無

0.02

23,020,469

無

施策名

無

有

無

高齢者生活支援

出張理美容事業（高
齢者）

無

無

41,684



0.72 0.66 0.74

－ － －

0.00 0.02 0.08

－ － －

34,575.90 34,607.84 35,000.00

－ － －

5.74 3.24 4.00

－ － －

8.28 10.08 10.00

－ － －

100.00 100.00 100.00

－ － －

50.00 100.00 80.00

－ － －

4.15 4.61 4.43

79.90 80.03 76.93

77,850 17,010 160,000

－ － －

1,377,925 1,767,917 1,819,000

－ － －

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

施策名 高齢者生活支援

施策トータルコスト
（千円）

担当部 福祉部

23,020,469 担当課 高齢者支援課

事務事業名
成果指標 事務事業コスト（千円）

取組
内容

職員が
直接関
与する
根拠法

令
指標名（単位）

２０
実績

２１
実績

２２
目標

２０実績  ２１実績 施策内
割合(%)

効率性
の分析増減額

高齢者住宅設備改修
費助成

住宅改修費助成の利用
率（利用者数／介護保険
認定者×１００）（％）

34,282 31,818

0.14

－

無

－ -2,464 B

緊急一時介護委託

緊急一時介護サービスの利
用率（ 利用者数 ／ 介護保
険の対象にならない特定高
齢者数 ×１００）（％）

0 894

0.00

－
無

－ 894 B

補聴器購入費助成

１件当たりの助成額（助
成額／助成件数）（円） 3,796 4,410

0.02

－

無
－ 614 B

高齢者福祉相談事務

緊急割合（緊急対応件数
/相談件数×100）　（％） 5,247 4,978

0.02

2

無
－ -269 B

高齢者ケース在宅指
導事務

訪問者件数／相談件数
×100　目標：平成21年度
100%　（％）

3,220 4,840

0.02

2

無
－ 1,620 B

地域ケア会議

解決した事例／開催回数
×100　（％） 1,380 2,200

0.01

2

無
－ 820 B

特別養護老人ホーム
等措置

成年後見人制度区長申立数
/やむを得ない事由による実
措置者数×100（％）

5,970 5,079
0.02

2
有

－ -891 B

見守り型緊急通報シ
ステム使用料助成
（高齢者）

１世帯当たりの通報件数(通
報件数／設置世帯数) (件） 26,668 29,066

0.13

－

無
設置世帯に対する緊急対応
の割合(緊急対応(出動)件数
／設置世帯数×100) （％）

2,398 B

高額介護サービス費
等貸付金

高額介護サービス費
等貸付金額（円）

170 88
0.00

－
無

－ -82 B

介護保険円滑推進事
業

生計困難者利用者負
担軽減支給額（回）

8,484 5,208
0.02

－
無

－ -3,276 B



84.14 82.51 92.00

－ － －

17,221 18,053 18,330

－ － －

16,793 18,322 19,400

－ － －

357,087 404,876 408,864

13,234 13,900 14,039

100.00 100.00 100.00

－ － －

6.22 100.00 8.00

9.22 10.68 10.00

平成２２年度 施策別事務事業一覧表

施策名 高齢者生活支援

施策トータルコスト
（千円）

担当部 福祉部

23,020,469 担当課 高齢者支援課

事務事業名
成果指標 事務事業コスト（千円）

取組
内容

職員が
直接関
与する
根拠法

令
指標名（単位）

２０
実績

２１
実績

２２
目標

２０実績  ２１実績 施策内
割合(%)

効率性
の分析増減額

一般事務（介護保険）

普通徴収収納率  （％） 141,540 120,286

0.52

－

無
－ -21,254 B

介護認定審査会運営

介護認定審査者数
（人）

219,979 226,336

0.98

－

有
－ 6,357 B

介護認定調査

介護認定調査数　（人） 137,691 142,874

0.62

－

有
－ 5,183 B

保険給付（介護保険）

給付費の請求件数（件） 19,671,945 21,253,647

92.32

－

無
給付費の請求人数（人） 1,581,702 B

特別永住者給付金事
業

支給実施率（支給実施月数
／支給月数×100）（％） 5,506 5,672

0.02

－

無
－ 166 B

地域支援事業

通所介護予防事業参加者/
特定高齢者数×100　(％) 536,880 597,312

2.59

1,3

有
地域包括支援センター相談
件数/年度末高齢者人口×
100　　（％）

60,432 A


